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基準変数 （A） （B） （G） （D） （E）
説明変数 残留 日本… 岡山… 中国… 第3国…
年齢 一 ｝ 一 一 若い?
一 男性 男性 一 『
結婚・居住形態 一 未婚1） 単身2） 未婚 一
住居 一 アパート3） アパート アパート 一
日本語能力 一 一 低い 中程度 一
滞在期間 一 長い 長い 短い 『
専攻分野 ｝ 　 ｝ 文科系 　
在籍身分 一 一 一 非正規生 一
総竿入 少ない 多い 多い 多い 一
授業料減免 一 『 一 減免あり 『
留学生活適応度 一 一 ｝ 低い 一
留学目的達成度 一 ｛旧い 中程度以上 高い 中程度
必要とするサポート 多い 　 多い 　 一
提供可能なサポート 一 中程度 中程度 中程度 『
注1）居住形態は「単身」
注2）未婚者及び既婚者
注3）「下宿」，「借家」など大学付設の寮以外を指す。
注4）説明変数のうち，「在籍大学」と「アルバイト必要性」の2変数については，いずれ
　　の基準変数との間にも有意な偏相関関係がみられなかったので，表示を省略した。
　第1のパターンは，日本での就職意志及び岡山県内の企業への就職意志の
場合であり，これら2種類の基準変数と7つの説明変数との間に極めて類似
した関係が共通してみられる。
　第2のパターンは，中国国内の日本企業・日系企業への就職意志の場合で
あり，この基準変数と12個の説明変数の関係は独自のパターンを示す。すな
わち，この基準変数と5個口説明変数との間の関係は，第1パターンの5個
の説明変数に非常によく似ているが，第1パターンとは逆方向の関係を示す
説明変数も1個存在し，さらに．第1パターンではみられなかった有意な関係
を示す説明変数が，第2パターンには3個存在する。
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　第3のパターンと第4のパターンは，基準変数との間に有意な関係を示す
説明変数が2～3個と少ない上に，そうした関係を示す説明変数自体が全く
異なる場合であり，第3国にある日本企業・日系企業への就職意志と日本へ
の残留意志がこのパターンに属する。
5．考 察
　5．1．日本での就職意志と岡山県内の企業への就職意志の規定因
　日本での就職意志及び岡山県内の企業への就職意志と密接に関係している
共通の説明変数は，対象者の性，結婚・居住形態，住居，滞在期間，総収
入，留学目的の達成度，提供可能なサポートの7変数である。口本での強い
就職意志及び岡山県内の企業への強い就職意志を持つ中国人私費留学生は，
男性で，未婚で，アパート暮らしで，滞在期間が長くて，総収入が多く，留
学目的の達成度が高く，周りの人々に提供可能なサポートが中程度，という
特徴を備えていることが解明された。異国の地に職を求め，開拓者精神を発
揮するのは，いつの時代でも男性に多くみられてきた事実である。また，既
婚者よりも独身の方が身軽に冒険ができるのも，時代に共通した姿であろ
う。大学付設の留学生用の寮で生活するよりも，民間アパート等で生活する
方が日本の生活環境に慣れ，日本の社会を知るためには有効であろうし，日
本での生活に自信が生まれるはずである。日本で生活していく自信は，同様
に，滞在期間が長くなるほど強くなる可能性が高いと推測されるし，当初抱
いていた留学目的を達成できた留学生の方がそうした自信は強いと考えられ
る。日本での留学生活において，収入が多ければ多いほど文化的で快適な生
活を経験することができ，その結果そうした生活に魅力を感じ，現在の生活
水準を維持し，高めたいという欲求も強まると思われる。
　ところで，日本での強い就職意志と岡山県内の企業への強い就職意志を持
つ者に共通する特徴として，周りの人々に提供可能なサポートが中程度であ
一194一
中国人私費留学生の日本企業等への就職意志の規定因　1015
ることも判明した。同様の特徴が，中国国内の日本企業・日系企業への強い
就職意志を持つ老にも認められる。これは解釈が難しいが，次めように考え
られるかもしれない。他者をサポートするだけの余裕のない者にとっては，
日本という異国の地での就職や母国であっても日本企業・日系企業への就職
は荷が重く，逆に，他者をサポートする余裕を十分に持つ者にどっては，留
学修了後の進路が日本での就職や母国の日本企業・日系企業への就職に限定
される必然性がないのかもしれない。この意味において，提供可能なサポー
トが中程度の者の間で上記3種類の就職意志が強いことの説明が成り立と
う。なお，岡山県の企業への強い就職意志を持つ者には，これまで説明した
以外に，日本語能力が低く，周りの人々から必要とするサポートが多いとい
う2つの特徴がみられる。この現象も解釈するのがやっかいであるが，留学
生として現在学んでいる岡山という土地であれば，日本語能力が低くても，
必要とするサポートが多くても，就職して何とかやっていけるという自信や
期待の心理が働き，不安が低下するのかもしれない。
　5．2．中国国内の日本企業・日系企業への就職意志の規定因
　中国国内の日本企業・日系企業への就職意志と密接に関係している説明変
数は最も多く，！1個に達する。これらの説明変数のうちの5個は，日本企業
への就職意志や岡山県内の企業への就職意志との関係と全く同じ関係を示
す。すなわち，中国国内の日本企業・日系企業への強い就職意志を持つ者
は，未婚者で，アパート生活者で，総収入が多く，留学目的の達成度が高
く，提供可能なサポートが中程度，という特徴が明らかになった。しかし，
滞在期間に関しては，日本企業への就職意志や岡山県内の企業への就職意志
との関係と逆方向の関係が見いだされ，中国国内の日本企業・日系企業への
就職意志の強い者は滞在期間が短いという特徴がみられる。この他に，中国
国内の日本企業・日系企業への就職意志の強い者は，日本での留学生活への
適応が低く，日本語能力が中程度であり，文科系の学生で，非正規生で，授
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業料の減免を受けている，という特徴がある。
　総収入が多く，日本である程度豊かな生活を経験しな：がらも，日本での留
学生活に対する適応がうまくいかず，アパート暮らしの中での日本社会への
適応の悪さが読み取れる。しかし，当初の留学目的の達成度は高く，授業料
の減免を受けるなど恵まれた面も持ち合わせているが，．身分が非正規生で不
安定であり，修了後の学位や資格は期待できないし，文科系の留学生が多
く，学んだ知識や技術を活用できる専門職につくことは極めて困難である。
このように，豊かな生活を見聞しながらも，日本での生活に適応しにくく，
また，専門職に就きにくいため，こうした留学生たちは母国の日本企業・日
系企業への就職意志が強くなるのではないかと推測される。日本語能力が中
程度であるという面も，母国の日本企業・日系企業での勤務の場合には，日
本で就職する場合に比べれば，それほど大きな障害とはならないと考えてよ
いであろう。また，滞在期間が短いことが，日本や第3国での就職に踏み切
ることを妨げ，中国国内の日本企業・日系企業という選択をさせるのかもし
れない。
　5．3．第3国にある日本企業・日系企業への就職意志及び日本への残留
　　　　意志規定因
　第3国にある日本企業・日系企業への就職意志と密接に関係している説明
変数は，年齢，留学生活適応度，留学目的達成度の3年遅である。当初の留
学目的がある程度達成できていると思っている留学生で，日本での留学生活
への適応がうまくいかないが，まだ若い人たちは，日本と中国以外の第3国
にある日本企業・日系企業への就職を強く望んでいる。しかし，有意である
説明変数が少ないこともあって，その解釈は非常に難しい。
　日本への残留意志に密接に関係している説明変数は，総収入と必要とする
サポートの2変数のみである。総収入が少なく，周りの人々から必要とする
サポートが多い留学生は，日本への残留を強く望んでいるが，日本への残留
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は日本での就職だけを意味する訳ではなく，「帰国したくない」という消極
的な理由も含めた，もっと広い意味での日本での生活を指すものであり，上
記の2変数が日本への残留意志に対してもつ意味は解釈し難い。
　　5．4．基準変数の適切さ
　第3国にある日本企業・日系企業への就職意志にしても，日本への残留意
志にしても，日本での就職意志や岡山県内の企業への就職意志や中国国内の
日本企業・日系企業への就職意志に比較すると，その表す概念の抽象度が高
くやや具体性に欠けるため，有意な関係を示す説明変数自体が少なく，その
解釈も困難であると考えられる。12個の説明変数による重相関係数が，前2
者の場合に各々0．59及び0．58と比較的小さく，後3者の場合に各々0．70，
0．68，0．75と大きいという事実は，そうした考えを裏付けるものである。
　以上の考察から，日本での留学修了後の進路として使用した5種類の基準
変数のうち，日本での就職意志，岡山県内の企業への就職意志，中国国内の
日本企業・日系企業への就職意志の3種類は適切な変数であると判断できる
が，第3国にある日本企業・日系企業への就職意志及び日本への残留意志の
2種類は，抽象度が高いため，必ずしも適切な変数であるとは言えない。重
相関係数の大きさもこの判断を支持する結果を示している。
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